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地域と歩むコミュニケーション紙

地域づくり通信 宮古市地域づくり協議会

地みやこ

宮古地域

新里地域

田老地域

●事業名：「海の日」宮古港カッターレース　●日付：令和元年７月 14日

●事業名：第２回元祖サッパ市　●日付：令和元年 9月 29日

●事業名：僕らの夏祭り in 腹帯　●日付：令和元年８月 11日

●事業名：森・川自然力活用型か
わい地域振興事業

●日　付：令和元年７月７日

川井地域

主な内容
制度の延長について
みんなの力で地域を創る
～令和元年度実施事業紹介～

イベントカレンダー
前会長からのひとこと



地域づくり協議会・地域創造基金について
　「地域自治区」とは地域住民の意見を行政に反映させるとともに行政と住民との連携の強化を目的として「宮古市
地域自治区条例」によって設けた区域です。宮古市では合併前の旧市町村ごとに設けています。
　その区域の住民から選任された委員によって構成される地域づくり協議会及び市の事務を分掌させるための事務所
を地域自治区に置いています。

　「地域づくり協議会」は住民や地域に根差した身近な地域づくりを行うため、合併前の旧市町村ごとの活動を継続・
発展させるための要として組織しています。４つの地域それぞれで、地域課題についての協議、対策事業の実施、地
域創造基金事業の選考などの活動を行います。

　「地域創造基金」は地域における住民の連帯強化および地域振興を目指し、
住民の一体感の醸成に資する事業に対し、その事業経費を助成する制度に活用
される基金です

　地域協議会の名称を「地域づくり協議会」へ変更します
　意見聴取事項の追加や、地域創造基金審査及び委員の変更に併せ組織を一新し、「宮古地域づくり協議
会」、「田老地域づくり協議会」、「新里地域づくり協議会」、「川井地域づくり協議会」に名称を変更します。

　名称の変更に伴い本紙を「みやこ地域づくり通信」へ変更します
　名称は変わりますが、引き続きこれからも地域づくり協議会の活動や、地域づくりを担う事業、地域創造
基金事業の紹介などを広く皆様にお伝えしていきます。

制度の延長に加え、さらなる地域振興を図るため下記のとおり変更しました。
◆�意見聴取事項を追加します
　�　これまでは「新市建設計画の変更及び進捗状況に関すること」、「地域創造基金事業に関すること」、「その
他市長が重要と認める事項」を意見聴取事項としてきましたが、「地域振興に関すること」「地域自治区間の
交流の促進に関すること」を追加し、地域課題の提起・解決を促し、さらなる組織の自主性の向上を図ります。

◆地域創造基金の審査方法などを変更します
　・申請金額によって「地域活動枠」「チャレンジ枠」の区分を設けました。
　・「地域活動枠」は所管の地域づくり協議会で、「チャレンジ枠」は各地域づくり協議会の代表者で審査決定
　　します。

◆その他の変更
　・各地域づくり協議会の委員数を「10人以内」から「12人以内」にします。

地域協議会及び地域創造基金の
制度を延長します
地域協議会及び地域創造基金の
制度を延長します
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昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
　
も
て
な
し
た
い

宮
古
商
工
会
議
所
青
年
部

津
軽
石
郷
土
芸
能
団
体
協
議
会

第
６
回
ピ
ヨ
ン
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
が

　
　
迎
え
る
街
並
み
創
出
事
業

復
興　
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

津
軽
石
郷
土
芸
能
保
存
育
成
事
業

宮 古

宮 古

宮 古

宮 古

■
開
催
日
：
１
月
19
日
（
日
）

■
場　
所
：
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
子
ど
も
や
大
人
も
笑
顔
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
目
的
と
し
て
本
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
人
気
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
で
は
身
近

な
素
材
を
使
っ
て
数
々
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
成

し
ま
し
た
。
３
回
目
と
な
る
チ
ー
ム
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス

タ
さ
ん
の
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
支
え
ら
れ
、
次
回
へ
と

気
持
ち
つ
な
が
る
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

■
開
催
日
：
4
月
〜
3
月
中
旬

■
場　
所
：
宮
古
駅
、
末
広
町
商
店
街
な
ど

　
今
回
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
で
訪
れ
た
お
客
様

に
歓
迎
の
心
を
伝
え
る
た
め
４
、６
、
11
、３
月
の
計

４
回
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

花
の
植
え
込
み
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
学
生
の
皆

さ
ん
は
出
来
上
が
っ
た
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

宮
古
駅
ホ
ー
ム
や
商
店
街
の
街
灯

な
ど
に
取
り
付
け
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
11
月
の
花
は
冬
を
迎
え

た
宮
古
駅
前
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
で

多
く
の
、
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

■
開
催
日
：
12
月
7
日
〜
3
月
6
日

■
場　
所
：
旧
宮
古
市
役
所
前
歩
道
橋

　
今
回
９
回
目
を
迎
え
た
本
事
業
は
、
12
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
点
灯
し
、
設
置
・
撤
収
作
業
に
は

述
べ
50
名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
事
業
を
終

え
ま
し
た
。

　

旧
市
庁
舎
の
解
体
工
事
の
た
め
、
安
全
面
に
配

慮
し
、
例
年
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
設
置
を
断

念
し
ま
し
た
が
、
他
の
場
所
へ
L
E
D
の
量
を
増

や
す
な
ど
、
例
年
以
上
の
迫
力
を
創
出
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
場
所
に
市
民
が
再
び
集
え
る
よ
う

に
、
ま
た
、
震
災
か
ら
復
興
へ
と
邁
進
す
る
宮
古

市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
を
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

■
開
催
日　
12
月
１
日
（
日
）

■
場　
所　
津
軽
石
公
民
館

　
今
回
で
３
回
目
と
な
っ
た
本
事
業
は
、
各
団
体
会

員
の
取
り
組
み
と
、
関
係
各
位
の
協
力
を
頂
き
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な

く
な
り
、
地
域
間
の
絆
が
薄
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
郷
土
芸
能
祭
を
機
会
に
繋
が
り
が
深
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
に
先
人
の
思
い
と
歴
史
背
景
を
詳
し

く
教
え
、さ
ら
に
、継
承
の
必
要
性
に
重
点
を
置
き
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
演
技
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
を
地
域
全
体
で
継
承
し
て
い
く
よ
う

活
動
い
た
し
ま
す
。

　今後も引き続き市民と行政が連携する協働のまちづくりを推進するため
期限を令和６年度まで延長しました。

みんなの力で地域を創る
地域創造基金は地域住民の連帯強化や地域振興のための事業に活用されています。
令和元年９月以降に実施された 14事業についてご紹介します。
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田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

道
の
駅
た
ろ
う
連
絡
協
議
会

閉
伊
川
遊
イ
ン
グ
事
業
実
行
委
員
会

宮
古
港
海
戦
の
会

田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
推
進
事
業

元
祖
サ
ッ
パ
市

閉
伊
川
川
下
り
大
会
２
０
１
９

宮
古
港
海
戦
の
歴
史
を
広
く
内
外
に
広
め
る
事
業

田 老

田 老新 里

宮 古

　
田
老
地
区
は
東
日
本
大
震
災
の
後
、
復
旧
・
復
興
の
た
め

の
事
業
が
進
み
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
営
み
を
再
生
す
る

た
め
の
基
礎
は
整
い
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
震
災
前
か
ら
の
地
域
課
題
の
解
決
も
含
め
、

田
老
の
安
全
、
安
心
で
豊
か
な
未
来
に
向
け
た
将
来
像
を
描

き
、
地
域
住
民
の
意
見
交
換
と
2
年
に
わ
た
る
検
討
・
協
議

を
経
て
「
田
老
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
本
ま
ち
づ
く
り
構
想
は
、
田
老
地
区
に
関

わ
る
全
て
の
人
が
、
田
老
の
将
来
像
を
共
通

認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
役
割
を
明
示
し
た
も
の
で
、
今

度
は
こ
の
構
想
を
周
知
、
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

協
議
会
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

■
開
催
日
：
第
1
回 

7
月
7
日（
日
）・
第
2
回 

９
月
29
日（
日
）

■
場　
所
：
道
の
駅
「
た
ろ
う
」

　
本
事
業
は
昨
年
2
回
開
催
し
、 

1
回
目
は
ウ
ニ
採
り
・
ウ

ニ
む
き
体
験
、
殻
付
き
ウ
ニ
無
料
お
振
舞
い
、
サ
ッ
パ
船
上

で
瓶
詰
ウ
ニ
を
は
じ
め
、
地
域
特
産
品
の
物
販
を
行
い
、
約

二
千
五
百
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
回
目
は
秋
の
味
覚
と
し
て
、
松
茸
他
キ
ノ
コ
の
物
販
、
ワ

カ
メ
や
リ
ン
ゴ
等
の
詰
め
放
題
、
サ
ン
マ
や
イ
カ
等
の
七
輪
焼

き
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
市
内
初
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー

の
展
示
や
元
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
藤
原

敏
男
さ
ん(

田
老
出
身)

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
等
を
行
い
、

来
場
者
数
は
約
三
千
人
で
し
た
。

　
来
場
者
の
増
加
は
、
本
事
業
の
周
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
期
待
し
、今
後
も
道
の
駅
「
た
ろ
う
」

の
魅
力
を
発
信
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
：
９
月
1
日
（
日
）

■
場　
所
：
閉
伊
川
特
設
コ
ー
ス

　
初
秋
の
閉
伊
川
を
彩
る
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
閉
伊
川

川
下
り
大
会
。
２
人
１
組
で
下
る
「
一
般
の
部
」
と
３
組
が
リ

レ
ー
で
下
る
「
団
体
の
部
」
に
県
内
外
か
ら
１
８
４
名
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
好
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
爽
や
か
な
水
し
ぶ
き

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
腹
帯
か
ら
茂
市
ま
で
の
約
６
キ
ロ
の
大
会
コ
ー
ス
は
、
岩
場

や
流
れ
の
緩
急
が
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ジ
オ
サ
イ
ト
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ー
ト
地
点
の
「
腹
帯

の
混
在
岩
」
と
合
わ
せ
て
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
資
源
で
あ
る
閉
伊
川
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、「
森
・
川
・
海
」
の
川

を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宮
古
市
を
全
国
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

宮
古
港
海
戦
１
５
０
周
年
と
し
て
、
街
中
歴
史
館
、
船
上

供
養
祭
、
浄
土
ヶ
浜
祭
り
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
秋
祭
り
パ
レ
ー

ド
へ
の
参
加
、
市
民
劇
鍬
ケ
崎
エ
レ
ジ
ー
へ
の
衣
装
提
供
な

ど
多
く
の
事
業
に
参
加
も
し
く
は
積
極
的
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
衣
装
は
地
域

創
造
基
金
を
活
用
し
ま
し
た
。　

　
特
に
秋
祭
り
パ
レ
ー
ド(

９
月

15
日)

で
は
、
軍
艦
「
回
天
」
の

船
山
車
と
一
緒
に
市
民
、
国
立
宮

古
海
上
技
術
短
期
大
学
生
、
高

校
生
、
青
森
や
東
京
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
方
々
と
会
員
に
よ
る

１
７
０
名
の
隊
列
で
パ
レ
ー
ド
を

し
ま
し
た
。

Project

か
ど
ま
実
行
員
会

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

川
井
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会

和
井
内
区

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９ 

in
区
界
高
原
と
地
域
美
化
整
備
活
動

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

川
井
郷
土
芸
能
祭

和
井
内
ふ
る
さ
と
収
穫
祭

新 里川 井

新 里

■
開
催
日
：
９
月
22
日
（
日
）

■
場　
所
：
道
の
駅　
「
区
界
高
原
」

　
毎
年
９
月
に
開
催
し
て
い
る
本
事
業
の
最
大
の
目
的
は

こ
の
地
域
の
大
自
然
の
景
観
な
ど
を
広
く
発
信
し
、
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。活
動
は
、イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

ひ
と
夏
を
通
じ
た
環
境
美
化
、
動
物
と
人
間
の
境
界
の
整

備
、
桜
の
植
樹
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
宮
古
市

の
最
も
西
、
門
馬
地
域
の
中
の
区
界
高
原
に
一
人
で
も
多

く
の
方
が
訪
れ
て
、
登
山
、
散
策
な
ど
の
機
会
を
も
っ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
な
高
原
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
資
産
は
こ
の
自
然
で
す
。
地
道
に
、

休
ま
ず
み
ん
な
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

■
開
催
日
：
11
月
3
日
（
日
）

■
場　
所
：
和
井
内
ふ
る
さ
と
会
館

　
和
井
内
地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
和
井
内
ふ
る
さ
と
会

館
に
お
い
て
、
地
区
民
手
作
り
に
よ
る
第
18
回
和
井
内
ふ

る
さ
と
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
新
里
小
学
校
児
童
に
よ

る
「
新
里
太
鼓
」
の
元
気
良
い
バ
チ
さ
ば
き
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
華
を
添
え
、
各
テ
ナ
ン
ト
に
並
ん
だ
地
元
産
の
野

菜
、
米
、
り
ん
ご
や
、
手
作
り
の
餅
、
饅
頭
、
け
ん
ち
ん

汁
な
ど
の
郷
土
料
理
は
、
瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選

会
そ
し
て
餅
ま
き
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

そ
ば
打
ち
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
婦
人
会
に
よ
る
食
堂
で
の
十

割
そ
ば
も
大
好
評
で
、
お
か
わ
り
す
る
お
客
様
も
お
り
、

大
勢
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
新
里
地
区
で
は
、
年
間
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み
、
健
康
と
体
力
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
」、ナ
イ
タ
ー
に
よ
る
「
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
」、
ペ
タ
ン
ク
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

を
競
技
種
目
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
」、「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
」、「
室
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
、
ま
た
、
各
地
区
で
も
運

動
会
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
約
２
千
人
の
参
加
者
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
間
や
世
代
間
の
交
流

と
親
睦
を
図
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

■
開
催
日
：
11
月
３
日
（
日
）

■
場　
所
：
川
井
小
学
校

　
第
47
回
目
と
な
る
本
事
業
は
、川
井
地
域
か
ら
９
団
体
、

宮
古
地
域
か
ら
「
津
軽
石
さ
ん
さ
踊
り
」
な
ど
の
団
体
が

出
演
し
ま
し
た
。
地
域
に
受
け
継
が
れ
る
郷
土
芸
能
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
熱
意
の
発
表
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
と
し
て
花
巻
市
の
「
早
池
峰
岳
神
楽
」
の
出
演

を
い
た
だ
き
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
指
定
第
１
号
・

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
と
な
っ
た
、
ま
さ
に
世

界
に
認
め
ら
れ
た
神
楽
舞
を
堪
能
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今

年
も
川
井
中
学
校
生
徒
が
参
加
し
た
「
末
角
笠
踊
り
」
の

堂
々
と
し
た
舞
に
来
場
者
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

川 井

令和元年10月6日に開催予定だった川井地域大運動会は雨天により、10月13日に開催予定だった第73回田老体育大会は台風の影響で中止となりました。
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江
繋
地
域
づ
く
り
委
員
会

小
国
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会

江
繋
地
区
収
穫
感
謝
祭

踊
り
フ
ェ
ス
タ 

Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
２
０
１
９

川 井 川 井

■
開
催
日
：
11
月
17
日
（
日
）

■
場　
所
：
旧
江
繋
小
学
校

　
毎
年
、
郷
土
芸
能
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
堪
能
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
元
住
民
の
ご
協
力
の
も
と
、
ふ
る
さ
と
の
食
の
お
振

舞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
も
地
元
の
み

な
ら
ず
県
内
各
地
域
約
２
５
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

郷
土
芸
能
で
は
、
地
元
江
繫
郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る

「
早
池
峰
神
楽
」、
遠
野
市
山
口
さ
ん
さ
踊
り
保
存
会
に
よ
る

「
山
口
さ
ん
さ
」、
ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
小
田
代
直
子

さ
ん
・
佐
野
よ
り
こ
さ
ん
に
よ
る
歌
や
演
舞
が
披
露
さ
れ
、

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た

■
開
催
日
：
11
月
10
日
（
日
）

■
場　
所
：
川
井
地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
小
国
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
本
事
業
は
、
今
回
も
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
流
芸
能
鑑
賞
、

小
国
川
流
域
に
伝
わ
る
郷
土
食
や
物
産
を
見
直
し
、
新
た
な

工
夫
を
加
え
た
コ
ン
テ
ス
ト
、
そ
し
て
産
直
市
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元
の
末
角
神
楽
が
厳
か
な

舞
を
披
露
し
、
豪
華
な
ゲ
ス
ト
の
皆
様
の

ス
テ
ー
ジ
に
会
場
は
大
変
な
盛
り
あ
が
り

で
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
行
事
を
継
続
し
、

小
国
地
区
の
活
性
化
や
地
域
間
交
流
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日　　程 イベント名(事業名) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地域

5 17 （日） たろう大漁まつり
田老地区イベント
広場

大漁祈願の神輿や曳き舟、出店・
ステージイベントなど

田老大漁まつり
実行委員会

田老

6 21 （日） 閉伊川釣り大会
閉伊川本・支流
道の駅「やまびこ
館」

イワナ、ヤマメを各３匹計量
川井大自然交流
実行委員会

川井

7 5 （日） 木の博物館体験 木の博物館分館 木の博物館の体験
川井大自然交流
実行委員会

川井

7 中旬
道の駅たろう

第３回元祖サッパ市
道の駅「たろう」

サッパ船上での地元特産品の販売や

ウニ採り体験、殻付きウニの無料お

振舞い、カラオケ大会を実施予定

道の駅たろう連絡
協議会

田老

7 18 （土） カルテットコンサート
マリンコープ DORA
ＤＯＲＡホール

宮古ジュニアの礎である大田カル
テット105周年の記念コンサート

宮古市で交響曲を
演奏する会

宮古

7 19 （日）
第 28 回「海の日」

宮古港カッターレース
宮古市魚市場前

9m 艇を使った市民参加のカッ
ターレースの開催

宮古港カッターレー
ス実行委員会

宮古

7
23

〜

25

（木）

〜

（土）
フライフィッシング体験

川井地域の閉伊川
本・支流

フライフィッシングの体験
川井大自然交流実行
委員会

川井

宮古市 地域イベントカレンダー宮古市 地域イベントカレンダー 令和2年度の事業紹介令和2年度の事業紹介

令和２年度に予定されている地域創造基金事業を活用したイベントや行事などを紹介します。
※天候などの事情により、事業の中止や日程・場所などが変更になる場合があります。

日　　程 イベント名(事業名) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地域

7 31 （金） クインテットコンサート
薬師塗漆工芸館

（やまびこ産直館
となり）

世界でも珍しい漆塗りのピアノ・
ヴァイオリン等を使用したプロの
奏者によるコンサート

宮古市で交響曲を
演奏する会

宮古

8 ２ （日） 第 55 回「音楽の夕べ」
宮古市民文化会館
大ホール

市民参加の合奏団・合唱団とプロ
との共演による音楽会の開催

宮古市で交響曲を
演奏する会

宮古

8 10 （月）僕らの夏祭り in 腹帯 2020 JR 腹帯駅前広場
自然体験チャレンジツアー、ものづ

くりワークショップ、盆踊りなど

腹帯夏祭り実行
委員会

新里

8 11 （火） 僕らの夏祭り
赤前コミュニ
ティー消防セン
ター前

子どもからお年寄りまで誰もが楽
しめる夏祭りの開催

僕らの夏祭り実行
委員会

宮古

8 11 （火） おらほの夏まつり 2020
田老地区イベント
広場

花火大会や出店、ステージイベン
トなど

ＷＡＲＡＤＵＫＡ 田老

9 ６ （日） 閉伊川川下り大会 2020 閉伊川特設コース
（腹帯〜湯ったり館）

ゴムボートによる川下りタイムレース
閉伊川遊イング事業
実行委員会

新里

9 中旬 復興応援歌手踊りパレード
五月町〜大通りまで
のみやこ秋まつりパ
レードコース

復興応援歌に手踊りを加え、みやこ
秋まつりで手踊りパレードを行う

復興応援歌を普及さ
せる会

宮古

10 初旬
道の駅たろう

第４回元祖サッパ市
道の駅「たろう」、
田老野球場駐車場

サッパ船上での地元特産品の販売やマツタケ
キノコの直売会、キノコ汁の無料お振舞い、
ノスタルジックカー展示会を実施予定

道の駅たろう連絡協
議会

田老

10 ４ （日） 川井地域大運動会 川井小学校 校庭 川井地域住民総参加の大運動会
川井地域大運動会
実行委員会

川井

10 11 （日） 第 73 回田老地区体育大会
田老第一中学校
校庭

田老地区住民の大運動会
田老地区体育大会
実行委員会

田老

11 1 （日） 和井内ふるさと収穫祭
和井内ふるさと
会館

地域農産物、餅・団子等の販売

十割そば食堂開設・そば打ち体験

ステージイベントなど
和井内区 新里

11 1 （日） 川井郷土芸能祭 川井小学校
川井地域郷土芸能団体の活動成果
発表

川井郷土芸能団体
連絡協議会

川井

11 15 (日) 江繋地区収穫感謝祭 旧江繋小学校
地域の郷土芸能発表、写真・絵画
コンテスト開催

江繋地域づくり
委員会

川井

11 29 （日）津軽石郷土芸能保存育成事業 津軽石公民館
郷土芸能を学び、郷土芸能祭での
披露や郷土芸能の伝承

津軽石郷土芸能団体
協議会

宮古

11 下旬 復興　冬のイルミネーション
旧宮古市役所前
歩道橋

イルミネーションの設置
※令和３年３月上旬ごろまで実施予定

宮古商工会議所
青年部

宮古

12 上旬
旧愛宕小学校・多良間村

交歓交流回顧事業

イーストピアみやこ

（宮古市市民交流セン

ター）ほか

多良間村との交歓交流事業を紹介す
る展示会※〜翌年２月まで実施予定

多良間報恩プロジェ
クトチーム

宮古

1 24 （日） ピヨンカフェスティバル
宮古市総合福祉セン

ター健やかホール

手作り工作や積み木など、親子が遊
べる場の提供

MIYAKO.
Revolution21

宮古

通年
ウェルカムフラワーが迎える

街並み創出事業

宮古駅ホーム、宮古駅

前広場、商店街、浄土ヶ

浜など

ウェルカムフラワーの飾りつけ
※〜 12 月まで実施予定

昭和通りのおかみさ
んもてなしたい

宮古

通年
新里地区生涯スポーツ

推進事業

新里トレーニングセン

ター、新里生涯学習セ

ンターなど

各種スポーツ大会等を開催し、生涯
スポーツを推進
　グラウンド・ゴルフ大会
　ソフトボールリーグ
　スポーツ・レクリエーション祭
　ビーチボールバレー大会
　各地区体育行事開催

新里地区生涯スポー
ツ推進協議会

新里
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宮
古
市
で
は
、合
併
を
機
に
地
域
住
民
同
士
の
繋
が
り
を

保
ち
な
が
ら
地
域
づ
く
り
活
動
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
４

地
区
に
地
域
協
議
会
を
設
け
、こ
の
組
織
が
宮
古
市
地
域
創

造
基
金
事
業
の
補
助
を
決
め
る
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
団
体
は
創
意
工
夫
を
重
ね
素
晴
ら
し
い
事

業
を
提
案
し
ま
す
が
、近
年
は
新
し
い
事
業
が
あ
ま
り
な

く
、同
じ
事
業
へ
の
補
助
が
続
い
て
お
り
、事
業
を
自
主
運

営
す
る
こ
と
や
、新
た
な
事
業
の
発
掘
が
今
後
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　
合
併
を
し
て
十
数
年
が
た
ち
、旧
市
町
村
の
区
域
の
意

識
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。自
分
の
地
区
だ
け
で
は
な

く
他
の
地
区
に
つ
い
て
も
考
え
、各
地
区
の
特
色
を
生
か

し
つ
つ
地
区
の
垣
根
を
越
え
た
、宮
古
市
全
体
と
し
て
の

行
動
が
必
要
で
あ
り
、そ
う
い
っ
た
行
動
が
地
域
や
、地
域

全
体
の
さ
ら
な
る
振
興
へ
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、地
区
間
の
交
流
が

さ
ら
な
る
宮
古
市
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
協
議
会
」は
地
域
課
題
の
提
起
や
課
題
解
決
に
つ

い
て
検
討
し
、ま
た
、地
域
創
造
基
金
事
業
の
審
査
を
通
し

て
、地
域
の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
り
、２
年

間
の
在
任
期
間
中
、委
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、田
老
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
更
に
、地
域
振
興
や
地
域
自
治
区
間
交
流
を
推
進

す
る
、と
い
う
意
味
合
い
の
強
調
さ
れ
た
新
組
織
に
な
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
合
併
以
降
、各
地
域
の
特
色
を
生
か
す
べ
く
、ま
た
、各

地
域
で
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
活
動
し
て
き
た
当
協
議

会
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
来
ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
に
は
、今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
、協

力
が
不
可
欠
で
す
。地
域
協
議
会
と
し
て
の
、課
題
提
起
す

る
力
と
、地
域
創
造
基
金
事
業
実
施
団
体
の
地
域
特
色
を

生
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
力
が
両
輪
と
な
り
、今
後
も

地
域
を
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

宮古地域協議会�
前会長　赤�沼　利�彦

田老地域協議会�
前会長　津�田　重�雄

　
時
代
は
い
つ
も
か
つ
て
な
か
っ
た
様
相
で
変
わ
っ
て
ゆ

き
ま
す
。い
う
ま
で
も
な
く
人
口
減
少
、多
く
の
場
面
で
の

人
材
不
足
は
深
刻
度
を
深
め
て
い
ま
す
。地
域
を
担
う
次

の
世
代
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。今
現
在
私
た
ち
は
こ
の
地

域
に
暮
ら
し
つ
つ
多
く
の
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
悲
観
に

陥
っ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。暮
ら
し
て
い
る
日
々
、こ

の
事
実
は
尊
い
こ
と
で
す
。嘆
く
の
は
容
易
い
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
誘
惑
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

事
実
は
事
実
で
す
。そ
れ
で
も
そ
の
中
に
喜
び
や
、幸
せ

は
必
ず
あ
り
ま
す
。新
し
い
幸
福
感
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。森
川
海
。ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る
時

間
。小
欲
知
足
。都
会
生
活
の
便
利
さ
の
尺
度
は
通
用
し
ま

せ
ん
。過
半
数
を
は
る
か
に
超
え
る
私
た
ち
高
齢
者
。力
を

抜
い
て
誰
か
に
甘
え
る
よ
う
な
生
活
は
ど
う
や
ら
な
か
な

か
叶
わ
な
い
よ
う
で
す
。

　
些
細
な
こ
と
で
も
で
き
る
こ
と
を
為
し
、地
域
と
共
に

暮
ら
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

川井地域協議会�
前会長　中�坪　徳�裕

　
「
地
域
協
議
会
は
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
具
申
す

る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
一
昨
年
、会
長
就
任
後
、協
議
会
委
員
の
皆
様
に
、

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
の
中
で
新
里
地
域
の
皆
様
が

困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、一
つ
で
も
解
決
し
よ
う
と

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、買
い
物
や
通
院
の
交
通
手
段
が
少

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、協
議
会
と
し
て
先
進
地
の
視
察
や
勉
強
会
を

開
催
し
な
が
ら
、既
存
の
交
通
手
段
と
の
併
用
を
模
索
し
、

診
療
所
内
で
の
聞
き
取
り
調
査
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
実
状
に
見

合
っ
た
地
域
公
共
交
通
の
具
体
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
私
ど
も
の
任
期
中
に
、新
里
地
域
の
問
題
点
に
つ
い
て

解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。4
月
か
ら
「
新
里
地
域
づ
く
り
協
議
会
」と
組
織
が
変

わ
り
ま
す
が
、必
ず
実
現
で
き
る
よ
う
に
引
き
継
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
、新
し
い
協
議
会
の
も
と
、地
域
の
振
興
、活
性
化

が
よ
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

新里地域協議会�
前会長　茂�市　敏�之

　新里地域

　川井地域 　田老地域

　宮古地域

◆
発
行
／
宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
〒
０
２
７
│
８
５
０
１　
岩
手
県
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
1
番
30
号　
宮
古
市
役
所
企
画
部
企
画
課
内
）　
◆
編
集
／
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
◆
発
行
日
／
令
和
2
年
4
月
1
日
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　 宮古市地域協議会 前会長からのひとこと …


